
2023.07.12 
第 27 期 第２回世話人会議事録 

                         会長 中村敏昭 
 
日 時 2023 年７月２日 午前９時～12 時 00 分 於：八ヶ岳自然文化園小研修室 
出席者 中村会長 小清水副会長 杉田 野々村 安藤 増田     （敬称略） 
 
世話人会討議 

議題１．連絡会総会提示内容の再確認               中村 会長 
 １． 5 月世話人会の内容に漏れた部分を確認しました。 
  ①会長挨拶分、出欠ハガキ内容のチェック 
  ②2023 年活動方針の内容追加を確認 
 ２．役員推挙、世話人候補人選を行いました（議題 3 を参照） 
 
議題２．今年度水道施設大規模修繕工事（駒木所長報告より） 
  ①工事期間：６月 12 日～7 月 28 日  ②工事エリア：Y 地区（Y-１～Y-21、Y-48、

49 の 713ⅿ） ②本年度から泉建設を冠に「泉建設/信濃住宅設備 JV」の形で、
泉建設の土建業ノウハウを活かし工事計画の技術的錬成や資材調達面の検証等で
コスト圧縮を図ることとした。 その結果 として二年前に蓼科観光が Y 地区改修
計画で見積った総金額は税込 33,572 千円であったものを、 先ず新設配水管総延
長のうち約 3 割を次年度以降に回し、また仕切弁 11 か所を 2 か所で済ませる
設計変更などで、税込工事金額 19,291,606 円と当初見積り額を約 1.550 万円圧
縮できた。 この工事金額は、預り金となっている 2022 年度分積立金と 2023 年
度積立金の 6 月末現在既 入金額で十分賄える金額で、2023 年度分が満額入金で
きれば年度末には約 200 万円の積立金 次年度繰越が残ることになります。  

 
積立金の推移（2022 年度・2023 年度現在、駒木所長報告より） 

  ① 2021 年度以前の積立金残（蓼科観光から移管）552,285 円（再確認中） ② 2022 
年度積立金（請求額：10.230,000 円、入金額 10.035.215 円）、これに①を加えた 
期末通帳残高 10.587.500 円（再確認中）が、地権者からの預り金として 2023 年
度に繰越 ③ 2023 年度積立金（請求額：10,656.250 円、6/25 入金額 9.391.250 
円）、本年度工事額 19.291.606 円 

（再確認中・・少額だが連絡会の確認数値と異なるため、問い合わせ中） 
 
議題３．役員任期に付き、新役員選出と世話人擁立の協議 
  ①現会長・副会長が今年度で役を降りる要望に付き、新会長・副会長の擁立を話し合



った。自薦での立候補者がいないため、昨年 10 月世話人会で案出しされていた役
務を 2 年交代で担う「役員交代制」を採ることに決め、「あかさたな・・・」順で
会長／石原 信 氏、副会長／瀧川 直史 氏」を決定した。（ご両人とも当日は
欠席） 

  ②当日夜に両氏にメールで世話人会決議での推挙と就任を要請した処、会社実務や勤
務先兼任による多忙に付き、受諾はできないとの返答を受け取った。 

  ③その意向を受けて、再度世話人にメールで打開策を諮り、会長・副会長を置かない
「世話人合議制」を採用することとした。 

   総会後からの対外的発信は「美濃戸高原連絡会」とすることで決めました。 
  ④事務局長には新任で安藤晋二氏、会計には安藤氏が留任、監事には杉田佳夫氏が留

任と決まりました。また、野々村さんには事務局のお手伝いを要請し、承諾いただ
けました。 

  ⑤世話人（敬称略）／安藤、石原、小清水、田中、杉田、瀧川、中村、野々村、廣田、
増田 アドバイザー／原島 

    （退任の方）／浦 、加留部、須長、平林、福井 （アドバイザー）中澤 
 
議題４．連絡会関連の変更事項の確認  
  ①連絡会の名称 ／ 「美濃戸高原別荘地連絡会」 → 「美濃戸高原連絡会」 
   にすることを総会で承認を貰います。 
  ②今後の会報「美濃戸」発行に関しては、回数・発行時期などを総会で皆さんに意見

を問うことにした。現在第 49 号まで発行されている。 
  ③連絡会の今後の活動・運営に関して 

難題山積の蓼科観光時代は終わり、2023 年の新生フ ォレストリゾート社の経営者、
現地管理所長も大変優秀で信頼に足る人達と分かってきました。この先の美濃戸別
荘地再興計画や管理・運営面のテコ入れ、拡充には大いに期待が持てる気配です。
このような状況下で、連絡会の活動・運営をどう変化させていくかを今後皆様 のご
意見を聞きながら、詰めていきたく考えております。 

以上 


